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App Innentor の基本的紹介及び Bluetooth 連結機能の使用 

 

一、 導入方法及び基本的紹介 

MIT App Inventor２は、円形のインターフェイスであり、引っ張ること

によって完成する APP のことである。どうだろう、とても簡単だろう？ 

まず、http://ai2.appinventor.mit.edu/を開いてみよう。そしてグーグルアカウ

ント入力後、New Project をクリックし、ユーザー名を入力し、OK をクリ

ックしよう。 

下記の図をご参考されたい。 

 

 

アクセス後、開発インターフェイスが確認できただろうか。それらは主に

Palette、Viewer、Components、Properties の四つに分けられている。 

Palette:全ての素材をケースの中に入れ、Viewer のスクリーンに必要なデー

タを持って来れば、ネットユーザー達はとても親切で、非常に優れた機能を目

にすることが出来るだろう。 

 

Viewer:プレビュー画面設定においては、必要な素材を持ってきた後、組み込み
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を行う。実際に出入のある位置を見定め、設置を行うことが必要である。 

 

Components:プレビュー画面に引っ張ってきた全ての素材（画面上に現れていな

いもの含む）がこの画面上に出現する。 

 内部の素材をクリックし、プロパティに変更を加えることも可能である。 

 Properties:ディスプレイの素材であり、プレビュー画面をクリックするか、

Components をクリックすれば編集可能となる。 
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二、 第一プログラム 

 始めにボタンを一つ押してみよう。そうすることで言語プログラムを変更す

ることが可能となるからだ。まず、左側のボタンをプレビュー画面内まで引っ

張ってくる。この時、下図を参照願いたい。もし、失敗したり間違えたりした

ら、Delete キーを押して削除すれば何も問題はない。その他、Rename で素材に

名前を付け替えることも可能である。しかし、名前を変更しても、もともとそ

れぞれに備わっていた機能に変更は無い。 

 

次にプロパティフレーム内のフロントサイズを 20 に変更し、テキストの中か

ら、必要な文字を選らぶ。 例：クリック願います。下図参照。 

 

マウスをドラッグさせて width と Height を選択する。 
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三つのコントロール項目を開くことが出来たことと思う。それはすなわち、

Automatic、Fill parent、pixels の三つである。 Width プロパティを、下図の様に

使用してみよう。 

 

Height に 50 と入力し、単位を pixels とする。下図を参照されたい。 

 

フロントサイズに注意し、字の切れが無いようにすること。 



86Duino 
www.86duino.com 

-5- 

 

続いて Label をプレビュー画面上に持ってくる。下図参照。 

 

下図の様に、プロパティフレーム中のフロントサイズを同様に 20 に変更しよ

う。右上の Designer はプログラミング UI（プロパティ）はとりあえずこの場

所に設定してある。続いて Blocks をクリックしてみよう。 
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Blocks と Viewer の二つの内、まずは Blocks から見てみよう。 

 
 

Blocks は、主に Built-in を構築する際や Screen1 にプレビューを表示する際に用

いられる。続いて、Built-in のコントロールを下図の様にクリックしてみよう。 
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Logic についてだが、ブール式になじみのない方の為に、ここで説明を加えて

おこうと思う。 

 

Math には基本的演算と変数が含まれており、その中には三角関数も含まれて

いる。 
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Text では文字の編集を行う。 

 
Variables は、通知、変更、数量の取得等を行う。 
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本題に入ろう。Button をクリックして各プログラミングに指示を与えよう。も

し、右下のごみ箱を削除したかったら、下記の図のように行う。 

 

続いて左側の Label1 をクリックし、「set Label1.Text to」を下の図のように引っ

張ってくる。 
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続いて左側の Text をクリックし、一つ目のブロックを右へと移動させる。 

 

 マウスをクリックして希望する文章へと変更する。例えば、こんにちは。な

どだ。 

これでプログラミングは大体完成である。どうだろう、とても簡単だろう？ 

 

スピーカーを開けば、ブロック同士が接続したとき、音が鳴る。 

もし、間違いが有れば、下図の様なアテンションマークがでる。 

もし、この様な記号が出てしまったら、直ちに、間違いを訂正しよう。 
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プログラミングが完成したら、いよいよ次のステップへと進もう。 

 

もし、下記のような表示が現れたら、確定欄をクリックすること。 

 

必ず、最初に MIT AI2 Companion の設定を行っておくこと。PLAY を開いて MIT

を探す。具体的なやり方については、下図を参照されたい。 
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Build-> App(provide QR code for .apk )を、下図のようにクリックする。 

 
続いて APP を、下図の様にプログラミングする。 
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ここまで来たら、Qrcode が、下図の様に表れることと思う。 

 

続いて、下図の様に設定したばかりの MIT AI2 Companionを開いて、scan QR code

をクリックしよう。 
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画面スクリーンの状態は、下図の様になっているはずだ。 

 
 

QR code を閉じて、元の画面に戻ろう。もし、今までやってきたことが正常に

作動していたら、下図の様な画面が出てくるので、クリックしてみよう。 
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もう一つ別のやり方がある。もし、そのやり方でしたい場合は、下図の様に

Build-> App( save .apk to my computer )をクリックすること。 
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保存ウィンドウが現れたら、下の図を参照にしてしっかり保存すること。 

 

続いて、下図を参照にして頂きたい。これはボタンをクリックする前の状態で

ある。 
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ボタンをクリックすると、Label は下図の様に「你好」へと変わる。 

 

まだ、プログラミングをしたりないとおもうのであれば、タイトルの"Screen1"

を下図の様に変更してみるのもよいだろう。 
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三、 二つのプログラミング 

EduCake のプログラミングを合体させてしまおう。ここでは、最も簡単なやり

方を説明することにする。まず、Project-> Start new project をクリックしてほし

い。 

 

名称は"Bluetooth_Connect"としよう。 

 

続いて左側の ListPicker を真中まで引っ張ってこよう。 
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プロパティのフォントサイズを２０に変更し、Text を"選擇藍芽裝置"に、Height

を 50 ピクスに変更する。 

 
ここではまず先に ListPicker の機能について説明をしたい。一見 Button の様だ

が、そうではなく、下の図のように、クリックすることにより次の動作を選択

することが出来る。 
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設定方法には 2 種類あるが、ここではまず下図の様にプロパティ内の

ElementsFromString から選択する方法を紹介したい。 

 

二つ目の方法としては、下の図のように、プログラミング内で設定するやり方

である。 

 

二つ目の方法のもう一つ表示法として、下図の様なものがある。 

 

続いて Palette 内の Connectivity をクリックする。それが終わったら、

BluetoothClient をウィンドウ中央まで引っ張ってくる。やり方は下図の通り。 

 

 

それが完了したら、特に他の手を加える必要はない。 
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つづいて左側の Button をプレビュー中央まで引っ張ってきて、プロパティ内の

フォントサイズを 20 に変更したら、Text を"請點我"に変更し、Width を Fill parent

に変更、Height を 50 pixels に変更する。やり方は下図を参照されたい。 
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Button1 にあるプロパティ欄の Visible を hidden に変更する。 

 

左側の ListPicker1 をクリックしてコントロールパネルを出したら、下の図のよ

うに、手を加えていく。 

 
再度、下図の様に ListPicker1 をクリックして出現させる。 



86Duino 
www.86duino.com 

-23- 

 

左側の BluetoothClient1 をクリックしてコントロールパネルを出現させたら、

AddressesAndNames を下図の様に右側に持って行く。これの機能は、Bluetooth

の履歴をリストアップできることである。 

 

左側の ListPicker1 をクリックしてコントロールパネルを出現させたら、下の図

を参照にして、AfterPicking をコントロールパネルまで持ってくること。 
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左側の Control をクリックし、下図の様に if プログラムを右側に接合させる。 

 

 

左側の BluetoothClient1 をクリックして、Connect address を右側の項目に接合さ

せる。やり方については、下図を参照されたい。 

 

 

左側の ListPicker1 をクリックし、Selection を引っ張ってきて右側の項目と結合

させる。やり方については、下図の通り。これの機能は、ListPicker1 から特定

の文字を検索できるというものである。 

 

左側の Button1 をクリックして、下図の様に、Visible を引っ張ってきて右側の

項目に結合させる。なぜこのようなことが必要なのかと言えば、先ほど画面か

ら隠した Button1 を、再度また画面上に出現させる必要があるからだ。 
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続いて Logic をクリックして、下の図のように true を引っ張ってきて、結合さ

せる。 

 

 

左側の Button1 をクリックし、下図の様に右側へと持っていくこと。 

 

 

続いて BluetoothClient1 をクリックして、下の図のように SendText text を右側ま

で持ってきて結合させる。 
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続いて Text をクリックし、下の図を参照にして"a"を入力してみよう。こうす

ることにより、Button をクリックするたびに、"a"という文字データが Bluetooth

まで転送されるようになる。 

 

続いて EduCake の Bluetooth について説明したいと思う。ここで使用される

Bluetooth モジュールは、ごくごく一般的なものである。：HC-06 

 

HC-06 正面 
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HC-06 裏側 

 

HC-06 に EduCake を接合し、さらに LED を加える。ピンの付け方については、

下図の通り。 

 

 

以上の回線設置が終わったら、HC-06 のパラメータを設定しよう。 
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まず、IDE を開いて、以下のプログラミングを入力する。 

以上が完了したら、IDE インターフェイス内の COM シリアルモニターを利用

することが可能となる。下図をご覧いただきたい。 

void setup() 

{ 

  Serial.begin(9600); 

  Serial.println("Enter AT commands:"); 

  Serial1.begin(9600);  // HC-06 の通信速度設定(初期設定 9600) 

} 

void loop() 

{ 

  // HC-06 データ読み取り並びにパソコン内部へのデータ転送 

  if (Serial1.available()) 

    Serial.write(Serial1.read()); 

  //パソコンから送られてきたデータを HC-06 に転送 

  if (Serial.available()) 

    Serial1.write(Serial.read()); 

} 
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いったい何を入力すればいいのだろう？私たちは、自分たちの希望に基づいて、

名称や速度、パスワードを変更することが可能である。これら一連の動作が可

能な状態を AT command mode と言う。以下に最も使用頻度の高いものをいくつ

か列挙しておこう。 

 AT ：測試是否正常工作，回應「OK」 

 AT+NAMEaaa：装置名称を「aaa」に変更 

 AT+PIN1234 ：パスワードを「1234」に変更 

 AT+VERSION ：ヘッダーのバージョン 

 AT+BAUD1 ： baud rate を 1200 に変更 

 AT+BAUD2 ： baud rate を 2400 に変更 

 AT+BAUD3 ： baud rate を 4800 に変更 

 AT+BAUD4 ： baud rate を 9600 に変更 

 AT+BAUD5 ： baud rate を 19200 に変更 

 AT+BAUD6 ： baud rate を 38400 に変更 
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続いて以下のプログラミングを入力していく。 

 

char ch; 

int LED=0; // LED の現状態 

void setup() 

{ 

  Serial.begin(9600); // COM の速度を設定 

  Serial1.begin(9600); //Bluetooth の速度設定 

  pinMode(5, OUTPUT); // 出力モジュールの設定 

} 

 

void loop() 

{ 
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以上が完了したら、Android 装置へと話を戻そう。まず、下図の様に、HC-06

のペアリングがちゃんと確認すること。なぜなら、本書では HC-06 を Bluetooth

の名称識別に用いているからである。 

  if (Serial1.available()) // 動作チェック 

  { 

    ch = Serial1.read(); // byte の読み取り 

    if (ch == 'a' ) // a のデータが転送できているか確認 

    { 

      if (LED==LOW) //5 ピンのランプが点灯しているか確認

(あらかじめ LOW に設定しておく) 

      { 

        digitalWrite(5, HIGH); // 5 ピンのランプ点灯 

        LED=HIGH; // LED を ON に変更 

      } 

      else 

      { 

        digitalWrite(5, LOW); 

        LED=LOW; 

      } 

    } 

  } 

} 
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続いて下図を参照にして、"選擇藍芽裝置"をクリックしてみよう。 

それが完了したら、下図を参照にして、HC-06Bluetooth モジュール接続を選択

しよう。 

 

 

接続に成功したら、下図の様に、"請點我"のボタンが出現するので、これをク

リックしてみよう。EduCake 上の LED は点灯しただろうか？ 
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四、 三つのプログラミング 

もう一度 App Inventor に戻るとしよう。もし、作ったばかりの作品を保存した

いのなら、Project-> Save project as ...を用いればいい。続いて、下図の様に、も

ともと有った Button1 を削除してしまおう。 

 

先ほどのプログラミングでは一つの LED しか制御できないので、ここでは一

度に 5 つを制御する方法を紹介する。また、同じくして EduCake に 3 つのボタ

ンを加えてみよう。 

下の図を参照にして、HorizontalArranement を、プレビュー上に持って来よう。 
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HorizontalArrangement の、Width を Fill parent に変更する。 

詳しいやり方は下図の通り。 

 

ボタンをフレーム内に引っ張ってきたら、Text を LED1 に、Height を 50 pixels

に変更する。やり方は下図を参照されたい。 

 

 

一連の動作が完了したら、下図を参照にして、名称を入力してほしい。 
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正常に作動するかどうか不安だろう？ボタン一つ一つをクリックしてみよう。 

それが終わったら、プロパティの Width を Fill parent に変更しよう。 

それが完了すると、下図の様になる。 

 

続いて HorizontalArrangement をプレビュー上に持ってきたら、プロパティの

Width を下図の様に Fill parent に変更する。 
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左側の User Interface をクリックしたら、CheckBox をフレームに持ってきて、プ

ロパティの Text を下の図のように変更しよう。 

ここでは、EduCake のボタンがクリックできるかどうかチェックしておくこと。 

 

続いて CheckBox を二つ持ってきて、プロパティの Text のボタンを二つから三

つに変更し、 

それが完了したら、Width を全て下図の様に Fill parent に変更する。 

 

 

続いて、ボタンを一つプレビュー上に持ってきて、テキスト中の「中斷連線」

の Width を下図の様に Fill paren に変更する。 
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下図を参照にして、プロパティ中の Visible を hidden にすること。 

 

続いて左側の Sensors 下部の Clock を、プレビュー上に持って来よう。 
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プロパティの TimerEnabled を取り消すと、オートモードを解除することができ

る。 

下図を参照にして、続いて Blocks をクリックしてみよう。 

 

先に挙げたプログラミングと同様、HorizontalArrangement1、

HorizontalArrangement2 及び Button6 の.Visible を制御可能にしてみよう。詳細は

下図の通り。 
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左側の Logic から三つ true を持ってきて、下図の様に連結させよう。 

 

続いて、五つのボタンを使って、EduCake の五つの LED を制御しよう。まず、

Button1 .Click を引っ張ってきて、その次に Bluetooth の.SendText と連結させる。

詳細は下図の通り。 

 

左側の Text の中から引っ張ってきた空白の部分と連結させた後、下図の様に 1

を入力する。 
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その後、左側の Control から if を取り出し、下図の様に結合させる。 
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左側の Math を引っ張ってきて、下図の様に結合させる。 

 

左側の BluetoothClient1 の.BytesAvaliableToReceive，を引っ張ってきて、下図の様

に結合させる。 

 

左側の Variables から nitialize global name to を引っ張ってきて、右側に置き換え

よう。 

そうしたら、続いて、name を text に変更すること。詳細は下図の通り。 
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左側の BluetoothClient1 から ReceiveText numberOfBytes を引っ張ってきて、set 

global text to の後ろに結合させる。詳しいやり方は下図を参照されたい。 

 

 

左側の Math から取り出した数字を ReceiveText numberOfBytes の後ろに連結させ

る。詳細は下図の通り。それが完了したら、1 を入力しよう。 

 

続いて Control から取り出した if を set global text to の下部に連結させる。詳細

は下図の通り。 
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Logic から、比較式を引っ張ってきて、下図の様に if と結合させる。 

 
 

続いて、左側の Variables から get を取り出し、その後、下図を参照にして、比

較式の左側の空白部分に結合させる。そして get の空白の部分をクリックし、

先ほどプログラミングしたばかりの global text を選択する。 

 

左側の Text から空白の Text を一つ取り出して、下図を参照にして、比較式の

右側の空白に結合させる。続いて、get の空白部分をクリックして、定義して

ばかりの global text を選択する。 
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左側の Text から空白の text を一つ取り出して、下図を参照にして、比較式の

右側の空白に結合させ、続いて、空白部分に 1 を入力する。 

 

左側の CheckBox1 から Checked を取り出し、下図を参照にして、if と結合させ

る。 
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Logic から true を引っ張ってきて、下図を参照にて、右側に結合させる。 

 

 

コードは、(Ctrl + C)をコピーして、(Ctrl + V)を張り付けて完成させる。

CheckBox1.Checked をクリックしたら、Ctrl + C のコピーをクリックして、その

後、Ctrl + V を張り付ける。詳しくは下記の図の通りである。それらがすんだ

ら、それらを else のフレーム内へ持って来よう。 

 

 

Else のフレームの中において、後ろの True を下図を参照にして、false に変更

する。 

App Inventor 内においては、チェックマークが現れているところのみ、修正及

び変更が可能であるということを覚えておこう。 
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続いて、if をクリックして、(Ctrl + C)をコピーして(Ctrl + V)を張り付ける。そ

うしたら、下の図を参照にして、元々あった if まで移動させてそれに結合させ、

その後、もう一度コピーしたら、下の図と同様、三個の if が現れるはずだ。 

 

 

まず最初に、比較式の中の右側の数字を変更する。下の図を参照にして、1 番

目のものはそのままにして、2 番目と 3 番目のもののみ変更を加える。 
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続いて、下図を参照にして、2 番目と 3 番目の中の CheckBox1 を CheckBox2

と CheckBox3 に変更する。 

 

続いて、Button6 を Click まで引っ張ってきて、その後、左側の BluetoothClient1

内部から、下図を参照にして、Dissconnect と結合させる。 
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Clock を停止させる機能を除いては、その他の機能は当面の所必要がない。 

下の図を参照にして、我々はそれらを全て false に変更してしまおう。 

これらが全て正常に完成したら、今後はプログラミングされたデータは全

て、Android 装置の中へ転送されることとなる。 

 
どうして、Clock を用いることが、EduCake への発送処理へとつながるのか、

不思議に思われるかもしれない。この理由としては、なぜなら、EduCake

の速度が大変早く、 

Bluetooth が処理しきれない場合が発生するため、この様な事態が発生した

場合、Arduino が作動し、最悪の事態を未然に防ぐことが可能となるので

ある。 

続いて、EduCake の LED を、１個から 5 個に増やしそう。それらがかんり

ょうしたら、下の図を参照にして、同様に、ボタンを更に 3 個増やそう。 
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IDE のインターフェイスを開いて、以下のプログラムを入力しよう。 



86Duino 
www.86duino.com 

-50- 

char ch; 

int LED[5]={0,0,0,0,0}; // 5 つのピンの状態を前列に整列させる 

 

void setup() { 

  Serial.begin(9600); // コンピュータの COM 通信速度を設定する 

  Serial1.begin(9600); // Bluetooth の通信を設定する 

  for(int a=2;a<7;a++) // 5 つのピンの出力コード設定 

    pinMode(a, OUTPUT); 

  for(int a=7;a<10;a++) //3 つのピンの出力コードを設定 

    pinMode(a, INPUT); 

} 

 

void loop() { 

  if (Serial1.available() > 0)  

  { 

    ch = Serial1.read();  

    if(ch == 'a' ) // Android 端末に"a"が届くのを待つ 

    { 

      if(digitalRead(7)) // pin7 ボタンがクリックできるかどうか 

        Serial1.print("1"); 

      else if(digitalRead(8)) // pin8 ボタンがクリックできるかどうか 

        Serial1.print("2"); 

      else if(digitalRead(9)) // pin9 ボタンがクリックできるかどうか 
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Serial1.print("3");  

      else 

        Serial1.print("0"); 

    } 

    else 

    { 

      if(LED[ch-'0'-1]==LOW) 

      { 

        LED[ch-'0'-1]=HIGH; // LED の状態を保存する 

        digitalWrite(ch-'0'+1, HIGH); 

      } 

      else 

      { 

        LED[ch-'0'-1]=LOW; 

        digitalWrite(ch-'0'+1, LOW); 

      } 

    } 

  } 

} 

その中で 

 

私たちが入力したものは文字なので、私たちはまず、最初に最も簡単かつ

直接的な方法で 0 の文字を取り除かなくてはならない。これにより、1 が

減らされたことで、先ほど設定した 5 つの定義は、実際には 0 ~ 4 となる。

if(LED[ch-'0'-1]==LOW) 
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具体的な例を挙げて、わかりやすく説明しよう。私たちが Android 装置の

内部に LED1 を設置すると、すぐに、"1 "という文字が転送されてくる。私

たちは if の公式を用いることで、列の中第 0 番目の位置のデータを知るこ

とが可能であり、内部では、このような相互作用が行われているのである。 

 

続いては、テストの時間だ。LED1~5 をクリックして、LED が点灯するよ

うにしよう。 

動作確認し、きちんと作動するの確認できたら、続いて、EduCake のボタ

ン 1~3 をクリックしよう。 

 

 

 


